
200m 

 道者道を歩くコース 
－ みどころ － 

中世から近世にかけて、村山集落には修験者が暮らし、富士登山の拠点として
栄えた。道者（富士登山者）が通った道者道を辿り、富士山信仰の歴史に思いを
馳せる。 
          みどころポイント   富士山信仰  寺社 

国道469号線 

Ｐ 

⑦村山浅間神社 

カーブミラー 

⑤西見付跡 ④道者道 

距離：約5km  所要時間：約2時間 

⑧東見付跡 ⑥大鏡坊跡 

③
山
辻
の
石
畳 

マークの凡例： 観察ﾎﾟｲﾝﾄ 説明板 ﾄｲﾚ 駐車場 寺院 神社 

  石造物 季節の花 ﾙｰﾄ 世界遺産「富士山」構成資産 

Ｐ 

コース ＜富士根北地区＞ D 
－富士宮市歩く博物館－ 

Ｗ 

Ｗ 

１ 

３ 
６ 

４ 
５ 

８ 

９ 

７ 

春には 
カタクリの花 

階段を上がり 
国道に出る 

スタート&ゴール 

富士根北公民館 Ｐ 

⑩社領公会堂 
      前石造物 

⑨
村
山
道
の
道
標 

スタート 

②
粟
倉
の 

 
 

 

子
安
さ
ん 

富士根北 
公民館 

粟倉347－1  

①粟倉観音堂 

ゴール 

２ 
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Ｄコース ＜富士根
ふ じ ね

北地区＞ 
－ コースのみどころ － 

                                             
問い合わせ先：富士宮市教育委員会 〔電話 0544-22-1111(代)〕  

①粟倉
あわくら

観音堂 

観音堂内には３体の観音像が祀られている。
中央の観音像は、舟型の石碑に観音菩薩を
浮き彫りにしたもので、「横堂

よ こ ど う

」（「横道」か）や
「西国

さ い ご く

」などの巡礼名と江戸時代の年号が刻
まれており、観音巡礼を行った記念に造られ
たものである。 

⑥大鏡坊
だいきょうぼう

跡 

江戸時代、村山は村山三坊といわれた大鏡

坊・池西坊
ち せ い ぼ う

・辻之坊
つ じ の ぼ う

が管理していた。村山三

坊の建物は、江戸時代にはそれぞれ100 坪を

超える見事なものであったという。幕末には、

池西坊は村山浅間神社の南に、辻之坊は大

鏡坊の西約 300m の所にあった。 

②粟倉
あ わ く ら

の子安
こ や す

さん 

「子安さん」と呼ばれる子供を抱いた石造物が

ある。かつては縁日に出店が立ち並び賑わっ

たという。 

③山辻
やまつじ

の石畳 

この道は村山地区の人々にとって大事な生

活道路であり、急な坂道が雨で流されないよ

う石畳にしたと考えられる。この地域には急

な坂道が多く、昔は方々に石畳の道があっ

た。山辻には以前「富士山」と記された道標

が立っていたが、現在は村山浅間神社境内

に移されている。 

④道者道
ど う しゃ みち

 

「道者道」とは、道者（富士登山者）が通ってい

た道である。昔の富士登山は「六根清浄
ろ っ こ ん し ょ う じ ょ う

」を

願う修行であった。道者道は、先達
せ ん だ つ

（登山のリー

ダー）に導かれ山頂を目指した道者の姿を想

い起させてくれる貴重な道である。 

⑤⑧西見付
み つ け

跡・東見付
み つ け

跡 

元村山集落の東西の外れに「東見付」・「西

見付」と呼ばれる場所がある。ここは集落の出

入口であり、江戸時代末の登山案内図には

木戸が描かれている。西見付跡は村山浅間

神社から西へ約 550m の所に、東見付跡は村

山浅間神社から南に約 200m の所にある。 

⑦村山
むらやま

浅間
せんげん

神社
じ ん じ ゃ

 

国指定史跡「富士山」・世界遺産「富士山」の
構成資産のひとつ。 

江戸時代の村山は、京都の聖護院
し ょ う ご い ん

を本寺と

する修験道の拠点であり、その中心は「富士

山興法寺
こ う ほ う じ

」であった。興法寺境内には、大日

堂、浅間神社、大棟梁
だ い と う り ょ う

権現
ご ん げ ん

社などがあった。 

興法寺は明治初年の神仏分離令を受けて廃

され、大日堂と浅間神社に分離された。現在、

大日堂には、大日如来像や廃仏毀釈の際に

富士山中より下ろされたとされる仏像が伝わっ

ている。 

⑨村山道
むらやまみち

の道標 

大宮・村山口登山道は東海道から浅間大社

を経由し村山に至る。しかし、このルートは遠

回りなので、浅間大社に寄らず直接村山に至

る近道を使う者が多かった。 

この近道は、東海道吉原
よ し わ ら

宿（現富士市吉原）から

富士市伝法
で ん ぽ う

・大渕
お お ぶ ち

、富士宮市杉田
す ぎ た

を経て村山

に至るルートである。近道の道筋にはいくつか

の「村山道」と記された道標が残されている。 

⑩社領
しゃりょう

公会堂前石造物 

社領公会堂前に、馬頭観音・聖
し ょ う

観音・題目

塔・庚申
こ う し ん

塔などがある。これらの石造物は、道

路改修や土地造成などで元の場所から移動

され、ここに集められたものである。 
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